
氏名 上野　誠

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

学科主任などを務め、多忙の年であった。大阪南高校や高田高校、一条高校など、多くの高校に
おいて出張授業を行った。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

大学院博士後期課程
担当科目

・
・
・
・

授業においては、三年前に第一回のＦＤ委員会の公開授業を担当することができたが、昨年度も
批判を受けた点を踏まえて授業改善を行った。

平城宮跡の大極殿復元に関わる委員（国土交通省）や、飛鳥苑池遺構の復元の委員（奈良県）を
務めた。また、創作では、新作オペラが奈良100年会館で上演され、制作・統括などを務めた。加
えて、新聞紙上にエッセイも発表することができた。昨年一月よりは、読売新聞書評委員を務め、
月に二本程度の書評を書いている。

1990年3月国学院大学大学院文学研究科博士課程後期単位取得満期退学（日本文学専攻）

博士（文学、文乙第7号）

万葉文化論の方法論の摸索、万葉挽歌の史的研究、折口信夫の方法論の再検討

最終学歴

　【研究上の特記事項】
本年度は、阿倍仲麻呂歌の分析を中心に行い、これを角川選書の一つとして纏めることができた
（『遣唐使　阿倍仲麻呂の夢』角川学芸出版、2013年）。

通信教育部担当科目

・神話伝承論（集中）
・
・
・

平　成　25　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

東アジア古代学会副会長、全国大学国語国文学会学会賞選考委員、上代文学会理事、万葉学
会編集委員、日本文学協会委員（1999-2002、2005～）、民俗芸能学会編集委員、美夫君志会常
任理事、古事記学会理事、国学院大学国文学会委員、日本山岳修験学会評議員

万葉文化論

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・研究演習（六）（通年）
・伝承論演習（通年）
・

授業科目

学部担当科目

・国文学史Ⅰ（前期）
・国文学史Ⅲ（後期）
・神話伝承論（前期）
・国文学講読（一）（通年）
・演習Ⅰ（一）（通年）
・演習Ⅱ（二）（通年）
・世界遺産学概論Ⅱ（後期）
・奈良文化論Ⅱ（後期）
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KADOKAWA（発行）、
角川学芸出版（編集）

角川学芸出版2013年9月

2013年11月

ミネルヴァ書房2013年6月

①遣唐使　阿倍仲麻呂の夢

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

②万葉集の心を読む
ＮＨＫラジオテキストを一冊にまとめた
本。

これまで書いてきた読書論や、書評を
集成した本。

（学術論文）

①書淫日記―万葉と現代をつ
ないで―

（その他）

戦後の研究を踏まえた新しい阿倍仲麻
呂伝。

②筑紫君磐井の墓と、その語り 2014年3月
『歴史読本』4月号、Ｋ
ＡＤＯＫＡＷＡ

旧稿を加筆訂正し、新たな筑紫君磐井
像を考えた論考。

（学会発表）


